
ふるさと活性化支援チーム会議（第３回） 

 

次 第 

 

日時 令和 2年 7月 7日（火）14 時 00 分～15 時 30 分 

場所 合同庁舎４号館「共用第 1特別会議室」（11 階） 

 

１ 開会 

 

２ 秋葉内閣総理大臣補佐官挨拶 

 

３ 議題 

（１）２０２０ふるさとづくり事例集について 

（２）ふるさと支援フォーラムの開催について 

（３）関係人口の創出・拡大の取組を通じたふるさとづくりの推進につい

て 

・指出委員発表 

・殿村委員発表 

・委員意見交換 

 

４ 閉会     

 

【説明資料】 

資料１ ２０２０ふるさとづくり事例集 

資料２ ふるさと支援フォーラム（第２回）概要 

資料３ 委員提出資料 



ふるさと⽀援フォーラム（第２回）概要

【⽇時】
令和２年9⽉2⽇（⽔）13:00〜16:30

【場所】
全国都市会館（千代⽥区平河町２丁⽬４２）第1部2階⼤ホール 第2部3階2会議室

【定員】 第１部︓200名 第２部︓75名
・ふるさとづくりに興味のある者、現在ふるさとづくり取り組んでいる者
・地⽅公共団体職員、地域おこし協⼒隊員 ・⼤学⽣ 等

【広報】
ニコニコ動画による⽣配信 （⼀財）⾃治体衛⽣通信機構 ※第１部のみ

【内容】
■第１部（13:00〜14:30）（90分）
（司会進⾏、ニコニコ動画視聴者とのやりとり︓秋葉内閣総理⼤⾂補佐官）
○秋葉内閣総理⼤⾂補佐官ご挨拶
○安倍内閣総理⼤⾂ビデオメッセージ
○ふるさとづくりの実践者による活動報告 ※活動報告の候補は別紙
・活動報告（５団体）
・質疑
・⼩⽥切座⻑による講評

○ふるさと活性化⽀援チーム委員紹介
（活動報告︓10分×５名=50分、質疑︓10分、講評︓５分、チーム委員紹介︓15分）

＜休憩14︓30〜14︓45＞

■第２部（14:45〜16:15）（90分） （司会進⾏︓事務局）
○実践者・ふるさと活性化⽀援チーム委員と参加者による直接対話・名刺交換

第1部会場の様子

ニコニコ動画による生配信

江藤補佐官による司会

参加者との直接対話

【前回の様子】
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第２回「ふるさと支援フォーラム」 登壇者一覧 

番

号 
団体名・実践者名及び活動概要 

１ 

集落活動センター推進委員会（高知県梼 原 町
ゆすはらちょう

）【内閣官房】  

 

【地域の「思い」を「形」にする】 

地域外の人材等を活用しながら、集落間の連携を図り、生活、福祉、

防災などの活動に加えて、各地区で雇用を生み出すような取組を行うな

ど、それぞれの地域の課題やニーズに応じた総合的な地域づくりを行っ

ている。 

２ 

和歌山県立博物館（和歌山県和歌山市）【文部科学省】 

 

【文化財レプリカによる歴史と文化の保全活動】 

過疎・高齢化等で維持継承の困難となっている集落の文化遺産を最新

技術で複製。地域に提供し、地域住民との交流に取り組んでいる。また

作成した文化財レプリカは、博物館や県立和歌山盲学校で教材としても

活用している。 

３ 

上三光
かみさんこう

農村環境保全・清流の会（新潟県新発田市
し ば た し

）【農林水産省】 

 

【獣害対策を通じた持続可能な集落づくりの実践】 

GIS（地理情報システム）や集落環境診断等の情報を基に、地域住民

と連携した獣害対策に取り組む。また、田植えや稲刈り等の農業体験、

耕作放棄地に設けたビオトープでの生き物調査などの都市住民を対象

とした農業体験交流を行っている。 

４ 

川越立門前商栄会
たつもんぜんしょうえいかい

×TKM 株式会社（埼玉県川越市）【経済産業省】 
 

 

 

【地元主体の商店街活性化と持続可能な街づくりの実践】 

賑わいのある南北のエリアと比較し、人通りの少ない結節地域の活性

化を図るため、インバウンド向けの宿泊施設や、地元産品を取扱った飲

食店等を備える複合施設を整備。滞在時間の延長・まちなかへの滞留を

生みだしている。 

５ 

一般社団法人柏の葉アーバンデザインセンター 

（千葉県柏市） 【国土交通省】 

 

 

 

【公共・民間・大学の連携で次世代都市づくりを推進】 

緑豊かで質の高い都市空間を実現するため、公共・民間・大学の連携

により駅前等の公共空間における事業計画の策定、民間建築物の景観誘

導等のデザイン調整等に取り組むほか、コミュニティ育成プログラムの

企画・運営を行っている。 

 



関係人口の取組を通じたふるさとづくりの推進について（一考察）

～関係人口を創出・拡大し、ふるさとづくりにつなげる考え方～

2020年 ７月７日

一般社団法人 地方ＰＲ機構
代表理事 殿村美樹
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はじめに

miki tonomura

殿村美樹 自己紹介
◆３１年間、地方にこだわり続けたＰＲ(パブリック・リレーションズ)の専門家です。
◆２６年前、阪神淡路大震災を被災して価値観が一変、本来のパブリックリレーションズ（異文化コミュニケーション）が

地方に必要と痛感し、一般的な足し算のＰＲから引き算のＰＲへ転換、約３，０００件のプロジェクトを実施しました。
◆代表的な実績に「今年の漢字」「ひこにゃん」「うどん県」「佐世保バーガー」ＰＲ戦略があります。

いずれも「漢字ブーム」「ゆるキャラブーム」「自虐ＰＲブーム」「ご当地グルメブーム」へと国内で自律的なブームに
発展しました。このプロセスは2017年ノーベル経済学賞を受賞したリチャード・セイラー教授が唱えた「ナッジ理論」の
日本での成功例との評価もいただいています。
これを踏まえて、関係人口の取組を通じた「ふるさとづくり」について、以下のように考えます。

関係人口の増やす「ふるさとづくり」には、

東京と地方の異文化コミュニケーションが不可欠と考えます。
また、それを促進するためには、以下のような取り組みが有効と考えます。

１．「東京」と「ふるさと（地方）」に共通の話題をつくる。
⇒ 現在、東京一極集中の影響で、「東京」と「地方」の価値観が分断されています。

共通の話題を見出すことで、双方のコミュニケーションが活発になります。

２． 関係人口を構造的に増やす仕組みをつくる。
⇒ たとえば、「ふるさと納税」にクラウドファンディングの概念をプラス。

現在「ふるさと納税」のリターンは名産品、プロジェクトへの参加はクラウド
ファンディングとイメージが分かれた感があります。
それだけに概念が入り乱れて、ふるさとに関わりたい人たちを惑わせています。
よって、ふるさと納税にクラウドファンディングの概念をプラスした明確な
仕組みが有効と考えます。

以下に事例と現状をご紹介します。



miki tonomura

１．「東京」と「ふるさと」に共通の話題をつくる。

共通の機会：阪神淡路大震災
地下鉄サリン事件

共通感情：大震災とテロの
始まりに漠然とした不安感

共通の感情 共通の話題をつくる ふるさとに関わる
新しいコミュニケーションへ進化

漢字一字で意思表現

（新しいコミュニケーション
文化として定着）

共通の機会：失われた２０年
長引く不況

共通の感情：プチ贅沢したい

ふるさとのＢ級グルメ

（国民的ブームに）

共通の機会：少子化と女性活躍

共通（女性）の感情：
「かわいいものに触れたい」

ゆるキャラ

（国民的ブームに）

共通の機会：インターネット社会
情報氾濫の中に取り残される

共通の感情：目立ちたい

ご当地ＰＲ動画

（国民的ブームに）

国民共通の感情をフックに、共通の話題をつくり、ふるさとに関わる新しいコミュニケーションに進化させます。



miki tonomura

クラウドファンディング 新型コロナ支援
数千万円規模の寄付を集める自治体も

ふるさと納税×クラウドファンディング 混迷状態

商標登録して
独自に展開

プロジェクト転載

クラウドファンディングで
ふるさとに関わりたい国民に
明確な指針が必要と考えます

２．関係人口を構造的に増やす仕組みをつくる。



miki tonomura

ＳＤＧｓ アフターコロナ

テレワークで関係人口を増やす。
第５世代のふるさとをつくる。

これからの「東京」と「ふるさと」共通キーワード

「２０２０ ふるさとづくり事例集」の事例は
ＳＤＧｓにマッチしていると思います。

テレワークによる地方移住、地方のビジネスなど、
「地方は儲かる」イメージの醸成が有効と考えます。

知 意

情

大脳の働き（最も簡素化した図）

「情」を刺激すると「知」「意」が動き、人は行動する。
⇒「地方は遅れている」イメージが、ふるさとに住む人に劣等感を植え付ける一方、

東京と同等に勝負できるイメージは、チャレンジ精神を掻き立てます。

⇒ 経済都市・東京人の情に「儲かるビジネス」は響きます。
「地方は儲かる」イメージは、東京人がふるさとに関わるキーワードになります。

「情」を刺激すると「知」「意」も動く

ベースとなる考え方



UP

関係人口の創出・拡大に向けて

観光客

効果的な情報発信
（ロケツーリズム）

移住者

（モノが売れる・雇用UP）
経済効果

株式会社地域活性プランニング 藤崎慎一
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ロケツーリズムによる“ふるさとづくり”への提言

ロケツーリズム
ご当地
グルメ

効果的PR 住民の誇り 経済効果

ふるさとづくり

●観光集客のUP

●地元グルメ・特産自慢

●風景・文化自慢

●地域雇用の増加

●地域経済の発展

●自然・景観の保全

住民参加 人材育成



関係人口 定住人口
交流人口

全国ふるさと甲子園

わが町をPR
関係のある地域を

応援
また行きたい！

『君の名は。』の
舞台は、

ここだったんだ！

初めて知る地域の
魅力に感動！

自治体と地元有志が東京に集結し「行って、食べて、買って、ふるさと応援！」をテーマに
「行きたいまちナンバー１」を目指し、グルメ・観光のPRを行う

担当した地域の方とは、その後もこまめに連

絡を取らせていただいていて、何度か現地にお

邪魔したことも。イベント終了後に「あなたは

もう、うちの子だよ」と言っていただいた時は

涙が出るほど嬉しかったです。（第3回リーダー）

180名のボランティア学生

ロケツーリズムの祭典



※第5回（2019年度）開催時のチラシ

2020年度は、8月22日（土）開催予定



伝統産業従事者 
新型コロナウイルス影響調査 

2020年5月 
株式会社和える 

ú

まとめ 

• 多くの事業者が既存の支援策を活用する一方で、手続きの難しさや売上の減少基準など
により、事業継続に必要な支援を受けられていないケースが存在
− 約8割が何らかの既存制度を活用。適切な制度がわからない事業者の支援も必要
− 助成金の拡充やオンラインでの販売支援、需要を喚起する施策等を求める声
− 今後廃業する事業者が一定数現れるのは避け難く、事業承継の支援が課題

• このまま需要が回復しない場合に、廃業を検討せざるを得ないタイミングは「～9月
末」が約2割。「～12月末」までを含めると4割に上り、年内に多くの事業者が存続の
危機に直面
− 20年4月の売上が、前年同期比で50%以上減少した事業者が過半数
− 製造業の売上は、これからさらに減少する見込み
− 高級品や嗜好品を扱う産業のため、需要回復には時間がかかる
− 伝統産業は複数の事業者で作る製品が多く、一社の廃業から連鎖が広がる恐れも
− 一度途絶えると再興は難しく、観光・宿泊・小売など他業界にも影響が及ぶ

事
業
へ
の
影
響

必
要
な
支
援
策

調
査
結
果

調査 
概要 

• 実施期間： 2020年5月9日～15日
• 回答数 ： 367件

ü

アンケート概要

集計期間 

調査対象 

ŗĂ�1Ř�Ñ�Ħ́ º`�eHÌĥ�Ġ¨�ĤğFyĕęęĬ́ ŎŖŒâ�ĮFacebook¯ĥSNSĠĥisĵÄĈ9°ĵ,íĕęЁĘĥęĬ́ 9°½
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日本全国の幅広い製品を扱う伝統産業従事者から回答が寄せられた。 

回答数 

2020年5月9日～15日 

伝統産業品の製造・卸売・小売に携わる、個人事業主や企業経営者。 

本調査における「伝統産業品」は、国や地方自治体等の指定を受けていないものも
含めた下記の4点を満たす産品を想定。（※注2） 
 
・主として日常生活の用に供されるもの
・その製造過程の主要部分が手工業的
・伝統的な技術又は技法により製造されるもの
・伝統的に使用されてきた原材料が主たる原材料として用いられ、製造されるもの

集計方法 インターネット（※注1）

367件 

ý

回答数 
日本全国の幅広い製品を扱う伝統産業従事者から回答が寄せられた。 

従業員数 主要な取り扱い製品 

業種 
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þ

主要な販路 
製品を問わず、実店舗を中心に販売している事業者が多い。 
（卸会社を通す場合も、オンライン販売より実店舗での販売に比重がある。） 

ř7Ś 
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売上への影響 
20年4月の売上が、前年同月比で50%以上減少した企業が過半数。サプライチェーンの川
下の方がより売上の減少幅が大きく、これから製造業にさらに影響が及ぶ見通し。 

ř7Ś 
2019年4月と比較して、2020年4月の売上がどれぐらい減少したかお教えください。Ā
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売上の減少要因 
売上の減少要因としては、主に百貨店等の休業や観光客の減少、ホテル・飲食店等からの
発注控えなどが挙げられた。 

織物・染色品 
その他繊維製品 

その他 

陶磁器・漆器 

製品 売上の主な減少要因（コメントより抜粋） 

自社店舗の休業 
インバウンド観光客の減少 
結婚式・入学式など冠婚葬祭の中止 
浴衣販売の繁忙期と休業が重なってしまった 
百貨店や専門店での催事の中止、自社店舗の休業 
呉服業界は6～8月が閑散期、平年は3～4月の問屋での展示会に伴う発注で乗り切ってきた 

木工品・竹工品 

自社店舗の休業 
インバウンド観光客の減少 
陶器市の中止、体験教室の営業自粛 
ホテル・飲食店・病院等の業務用食器の発注控え 
法要・結婚式など冠婚葬祭の中止によるギフト需要減少 
百貨店やインテリアショップなどの専門店、ギャラリー等の休業による催事中止 

ホテル・旅館、飲食店、建築業界など法人からの受注減少 
百貨店や専門店での催事の中止、インバウンド観光客の減少 
ホームセンターやクラフトマーケットなどでのイベント中止 

お寺の法要など冠婚葬祭の中止（仏壇・仏具） 
海外配送の停止、海外の展示会の中止（和紙） 
ホテルや一般住宅建築工事の延期・中止（和紙） 
観光施設の休館による体験教室の自粛（貴石細工） 
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廃業のリスク 
このまま需要が回復しない場合、9月末までに約2割、年内に約4割の事業者が経営危機に
陥る。また、高級品や嗜好品を扱うため、需要の回復には時間がかかる見通し。 
 

ř7Ś 
売上が通常並に戻らなければ廃業を検討せざるを得ないタイミングをお教えください。 
売上が戻らない場合でも廃業されない方は「2021年以降」をお選びください。Ā

製
造
業 

小売業 

卸売業 

最終製品 

原材料・ 
中間工程 

2% 

5% 

2% 

6% 

8% 

12% 

18% 

13% 

5% 

22% 

23% 

23% 

24% 

14% 

55% 

44% 

53% 

70% 

73% 

5% 

5% 

6% 

4%Ā

3%Ā

3%Ā

3%Ā

A�ŕ.�Ħ
�MĕğĈģĈĀúøúùQ�ê10  12��Ā7 9��Āþ��Ā�Î�

全体 

 
•  5月以降の売上が激減予定 
•  受注製作に時間がかかるためまだ注文がたまっている 
•  着物は贅沢品なので1番最後なので年内はこの状況が続いてしまうと思う 
•  伝統的工芸品は不要不急のものが多く、景気の回復が遅く、それに伴い職人の高齢化による加速度的な廃
業が予見されます 

今後の見通しについて（コメントより抜粋） 

Í40%Ā

Í52%Ā

Í41%Ā

Í27%Ā

Í27%Ā
37 
件 

33 
件 

235 
件 

62 
件 

367 
件 
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新型コロナウイルスの影響への対応状況 
何らかの助成金や融資等の申請を行っている事業者が約8割に上る。 

ř7Ś 
w<ļœņĹĸŒĿĥYðĵ	ı�ĲęĬĤă 

Ģĥįĉģ-ı³īĵÄĜğĈĲŕ
EĔĳğĈĲČċrĊďĚĔĈĄŗÇt9°/Ř 

9°tö367�

�Ø�BĥļĿŅ$�� 95 (25.9%)�

1&fäĮÃÙ¯ĥ�Ó� 286 (77.9%)�

169 (46.0%)�

[�5ĥî�u�ŗ��ŕËîŘ� 80 (21.8%)�

¿©ĺŔőĸŔľŐłŊĠĥÕAW'�

70 (19.1%)��©ĺŔőĸŔľŐłŊĠĥÕAW'�

49 (13.4%)�� ģ-ı³īĦÄĜğĈģĈ�

その他 
u 新商品の開発 
u 布マスクの製造 
u 需要回復後を見据えた在庫の製作 
u 物販だけではなくサービスでの商品展開の模索 
u 職人が高齢のため、感染リスクを回避すること
を心掛けている 
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支援策の活用状況 
多くが既存の支援策を活用する一方、売上の減少基準を満たさない場合や、制度・書類の
複雑さで断念するなど、事業継続に必要な支援を受けられていないケースが存在。 

ř7Ś 
Ö©č!��ÓĵÄĜęqp"UčćĳħċrĊďĚĔĈŗÇt9°/Ř 

9°tö367�

î�Ñu&fä�

¬ŕ©��ìvĥ²�ĥ�
�

j¸'¶�ä�

Ēĳİĥ!��ÓĦÄĜğĈģĈ�

w<ļœņĹĸŒĿd��ö� ×��

ŀŖŉŃķŇłŅ�Ðü0ăý0�

229 (62%)�

w<ļœņĹĸŒĿJ±ōŒ´ÃÙ�

ŀŖŉŃķŇłŅ×��

(�J^ÃÙŗ6N�äŘ�

71 (19%)�

(�çß�Ðŗ�L��RŘ�

41 (11%)�

2 (1%)�

95 (26%)�

91 (25%)�

29 (8%)�

24 (7%)�

12 (3%)�

6 (2%)�

利用できない理由 
u  どの支援策を使えるのか使えないのかもわからない状態 
u  （外注先の高齢、個人の）織手さんに織屋から助成金を申
請することができない 

u  50万の収入が半分の25万になる人は助成の対象になるの
に、もともと10万の収入が6万になる人は対象にならない 

u  小規模事業者持続化補助金などの助成金（※販路開拓等の
費用を2/3補助）は結局一部の持ち出しが発生し、その一
部の持ち出しそのものが捻出できないのが現状 

*ąj¸'¶�äĆĚđĠĦģďă´���¦ĥąLÊ���½j¸'Å&äĆĥ!�ĤĝĈğáhĕğĈĲ9°½ĭĈĲġ_ĴĳĲĄ 

* 
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必要な支援策（1/3） 
助成金の拡充や、既存の伝統産業関連助成金の用途緩和などに要望が集まる一方で、一過
性の補助金に頼りすぎず、オンライン販売の強化など抜本的な変化への支援を求める声も。 

ř7Ś 
w<ļœņĹĸŒĿĤJĖĲĔİģĲqp±ġĕğă]ÈģĭĥčćĳħċáĨďĚĔĈĄŗÇt9°/Ř 
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178 (49%)�
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ñGĩĥ �ĽŌŖŅ�

111 (30%)�
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13 (4%)�qp±Ħ�Ĥ]ÈģĈ�

9°tö367�

支援策への意見（コメントより抜粋） 
u  経営という観点では、変化に対応する力が試され
る時であり、何かに頼るだけではいけないと思い
ます。一方で職人の技術は経営という側面だけで
は割り切れず、存続のための支援が必要 

u  一つの業者が廃業すると全体が立ちいかない事が
多く、織物業は各段階の職人が零細であり高齢の
為に、一部の廃業で業界が無くなることがあり得
るので、一部ずつの支援ではなく業界全体を通し
て残すのか捨てるのか覚悟を決めた支援を 

u  補助金はありがたいが根本的な解決にはならない 
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•  廃業リスクの高さによらず、助成金の拡充や新たな販路開拓へのニーズは高い 
•  すでに廃業を検討している事業者が求めているのは、経営相談。事業承継の方法の模索や、連鎖的な廃業を防ぐための支援など、
廃業が避けられない場合も視野に入れて取り組む必要がある 

•  売上が減少していない事業者が求めているのは、他産地や他業種との交流。次の一手を今から幅広く検討できるよう後押ししたい 

必要な支援策（2/3） 
廃業リスクの高さ（このまま需要が回復しない場合に、廃業を検討せざるを得ないタイミ
ングがいつ頃か）によって、必要としている支援策は異なる。 

すでに廃業を 
検討している 
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2021年以降 

売上は 
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運転資金の
ショートを防
ぐ「助成金」 
制度拡充 

雇用を維持 
する雇用調整
助成金等の 
制度拡充 

伝統産業分野
の既存助成金
の用途緩和 

各種助成金や
融資制度への

申請 
サポート 

オンライン 
での販売や 
顧客への発信 
サポート 

事業モデルの
転換に向けた 
経営相談 

他産地や 
他業種との 
知見共有・ 
交流の場 

支援策は 
特に必要ない 

運転資金の
ショートを防
ぐ「融資」 
制度拡充 
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